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令和５年６月定例会の内容をお届けします。

＆
市民の想い

市議会

特 集
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島
田
市
議
会
で
は
、
開
か
れ
た
市
議
会
を
目
指
し
、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
し
た
本
会
議
の
映
像
配
信
や
、

市
民
と
の
意
見
交
換
会
を
年
２
回
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
５
月
20
日
（
土
）
午
後
２
時
か
ら
、
市
内
３
会
場
で

２
月
定
例
会
の
報
告
を
行
っ
た
後
に
、
会
場
ご
と
の
テ

ー
マ
に
基
づ
く
意
見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。
今
回
は
、

各
会
場
で
寄
せ
ら
れ
た
ご
意
見
を
お
伝
え
し
ま
す
。

　
意
見
交
換
会
は
、
こ
れ
ま
で
市
民
の
参
加
し
や
す
さ

を
考
慮
し
、
夜
間
に
行
っ
て
き
ま
し
た
が
、
休
日
の
午

後
に
開
催
す
る
こ
と
で
、
さ
ら
に
幅
広
い
層
の
市
民
が

参
加
で
き
る
よ
う
企
画
し
ま
し
た
。
六
合
会
場
で
は
、

親
子
で
の
参
加
が
で
き
る
よ
う
、
託
児
希
望
者
へ
の
対

応
も
行
い
ま
し
た
。

《
島
田
会
場　
大
津
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー
》

テ
ー
マ
「
自
治
会
活
動
支
援
に
つ
い
て
」

参
加
者
数　
37
人

市
当
局
へ
の
情
報
提
供

•
�

市
営
住
宅
の
保
証
人
制
度
を
見
直
し
て
ほ
し
い
。（
建

築
住
宅
課
）

•
�

大
津
谷
川
の
水
質
が
悪
化
し
て
い
な
い
か
。（
環
境
課
）

•
�

町
内
会
で
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
設
置
な
ど
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ

化
に
補
助
を
。（
市
民
協
働
課
）

•
�

自
転
車
用
ヘ
ル
メ
ッ
ト
の
購
入
に
補
助
を
。（
生
活
安

心
課
）

市
議
会
（
常
任
委
員
会
）
へ
の
情
報
提
供

•
�

特
認
校
に
指
定
さ
れ
た
大
津
小
学
校
に
支
援
を
。（
総

務
生
活
常
任
委
員
会
）

そ
の
他
寄
せ
ら
れ
た
ご
意
見

•
�

耕
作
放
棄
地
の
対
策
を
求
め
る
。

•
�

町
内
会
防
災
用
ヘ
ル
メ
ッ
ト
購
入
費
は
全
額
支
給
を
。

　
島田会場の様子

《
六
合
会
場　
六
合
公
民
館
（
ロ
ク
テ
ィ
）》

テ
ー
マ
「
子
育
て
支
援
に
つ
い
て
」参

加
者
数　
16
人

　
初
め
て
の
試
み
と
し
て
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
形
式
で

行
い
ま
し
た
。３
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ「
島
田
市
で
子
育

て
す
る
上
で
の
い
い
と
こ
ろ
、悪
い
と
こ
ろ
」「
10
年
後

の
島
田
市
は
ど
ん
な
ま
ち
に
な
っ
て
い
て
ほ
し
い
？
」

の
２
テ
ー
マ
で
話
し
合
い
、
参
加
者
か
ら
活
発
な
意
見

が
出
さ
れ
ま
し
た
。

あ
な
た
の
声
が
議
会
を
動
か
す
！

市議会

市民の想い
＆

特 集

ワークショップで出された意見（六合会場）
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島
田
市
に
お
い
て
子
育
て
す
る
上
で
良
い
と
こ
ろ

環
境
（
自
然
、
交
通
、
地
域
の
見
守
り
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
、
治
安
）
が
良
い
と
の
意
見
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

島
田
市
に
お
い
て
子
育
て
す
る
上
で
悪
い
と
こ
ろ

　
さ
ま
ざ
ま
な
意
見
が
あ
り
ま
し
た
。
主
な
も
の
は
次

の
と
お
り
で
す
。

市
当
局
へ
の
情
報
提
供

•
�

公
園
の
数
や
設
備
の
不
備
な
ど
、
子
ど
も
の
遊
び
場

に
つ
い
て
の
不
満
。（
都
市
政
策
課
、
建
設
課
）

•
�

ス
ク
ー
ル
ゾ
ー
ン
の
再
確
認
、
通
学
路
の
時
間
帯
に
よ

る
車
両
の
多
さ
、
交
通
安
全
教
育
の
徹
底
な
ど
、
登

下
校
時
の
安
全
性
を
見
直
し
て
ほ
し
い
。（
生
活
安
心

課
、
子
育
て
応
援
課
、
す
ぐ
や
る
課
、
学
校
教
育
課
）

市
議
会
（
常
任
委
員
会
）
で
政
策
課
題
と
し
て
調
査
・

研
究
を
行
う

•
�

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
の
待
機
児
童
を
ゼ
ロ
に
し
て
ほ

し
い
。（
厚
生
教
育
常
任
委
員
会
）

　
六合会場の様子

《
金
谷
会
場　
金
谷
北
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー
》

テ
ー
マ
「�

金
谷
支
所
統
合
後
の
ま
ち
づ
く
り
に

つ
い
て
」

参
加
者
数　
12
人

市
当
局
へ
の
情
報
提
供

•
�

金
谷
南
支
所
お
よ
び
金
谷
北
支
所
が
統
合
さ
れ
る
こ

と
に
つ
い
て
、
金
谷
地
域
の
市
民
に
対
し
て
告
知
が
不

十
分
で
あ
る
。（
資
産
活
用
課
、
金
谷
地
域
総
合
課
）

市
議
会
（
常
任
委
員
会
）
へ
の
情
報
提
供

•
�

ご
み
の
減
量
化
へ
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
、
市
民
へ
の
広

報
活
動
が
不
十
分
で
あ
る
。（
総
務
生
活
常
任
委
員
会
）

•
�

金
谷
地
域
の
下
水
道
整
備
方
針
や
合
併
処
理
浄
化
槽

促
進
施
策
に
つ
い
て
、
市
民
へ
の
説
明
が
不
十
分
で

あ
る
。（
経
済
建
設
常
任
委
員
会
）

　
金谷会場の様子

　
各
会
場
と
も
多
数
の
市
民
に
参
加
し
て
い
た
だ
き
、

有
意
義
な
意
見
交
換
会
が
実
施
で
き
ま
し
た
。

　
終
了
後
の
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
、
良
か
っ
た
、
楽
し
か

っ
た
、
自
分
の
意
見
が
言
え
た
、
時
間
が
足
り
な
い
、

な
ど
の
意
見
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　
意
見
交
換
会
で
寄
せ
ら
れ
た
ご
意
見
は
、
所
管
す
る

市
担
当
課
に
お
伝
え
す
る
と
と
も
に
、
各
常
任
委
員
会

の
政
策
課
題
と
し
ま
し
た
。
ま
た
意
見
交
換
会
後
に
開

催
さ
れ
た
６
月
定
例
会
の
一
般
質
問
で
、
議
員
か
ら
当

局
に
質
問
さ
れ
て
い
る
ご
意
見
も
あ
り
ま
す
。
ぜ
ひ
議

会
だ
よ
り
の
一
般
質
問
（
８
～
16
ペ
ー
ジ
）
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。

　
今
回
の
意
見
交
換
会
は
、
多
く
の
方
に
参
加
し
て
い

た
だ
け
る
よ
う
、
今
ま
で
夜
間
の
時
間
帯
に
開
催
し
て

い
た
も
の
を
、
試
験
的
に
休
日
の
午
後
２
時
か
ら
開
催

し
ま
し
た
。
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
形
式
で
開
催
し
た
六
合

会
場
で
は
、
参
加
さ
れ
た
全
員
の
意
見
を
聞
く
こ
と
が

で
き
、
大
変
有
意
義
な
会
と
す
る
こ
と
が
で
き
た
と
と

も
に
、
参
加
者
か
ら
も
「
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
形
式
は
よ

か
っ
た
」
「
自
分
の
意
見
を
言
う
こ
と
が
で
き
た
」
な

ど
の
好
意
的
な
ご
意
見
を
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。

　
今
後
も
、
議
会
が
市
民
の
皆
様
の
想
い
を
聞
き
、
政

策
立
案
に
反
映
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
意
見
交
換

会
の
手
法
に
つ
い
て
調
査
・
研
究
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。
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６
月
１
日
（
木
）　
本
会
議
初
日　
正・副
議
長
選
挙
と
常
任
委
員
選
任

　
島
田
市
議
会
の
議
長
・
副
議
長
選
挙
を
行
い
、
藤
本
善
男
議
長
、
大

村
泰
史
副
議
長
を
そ
れ
ぞ
れ
選
任
し
ま
し
た
。
ま
た
各
常
任
委
員
お
よ

び
議
会
運
営
委
員
を
選
任
し
ま
し
た
。　

�

（
し
ま
だ
議
会
だ
よ
り
第
89
号
に
掲
載
）

22
議
案
を
上
程　
内
２
議
案
を
可
決

　
専
決
処
分
し
た
事
件
の
承
認
に
つ
い
て
な
ど
報
告
９
件
、
一
般
会
計

補
正
予
算
２
件
、
条
例
５
件
、
そ
の
他
５
件
、
特
別
委
員
会
設
置
の
発

議
１
件
の
計
22
議
案
が
上
程
さ
れ
、
内
２
議
案
を
可
決
し
ま
し
た
。

６
月
12
日
（
月
）
～
14
日
（
水
）　
本
会
議
（
一
般
質
問
）

　
16
人
の
議
員
が
一
問
一
答
に
よ
る
一
般
質
問
を
行
い
、
当
局
の
考
え

に
つ
い
て
質
問
や
提
案
を
し
ま
し
た
。�

（
８
～
16
ペ
ー
ジ
）

６
月
16
日
（
金
）　
本
会
議
（
議
案
質
疑
）　
５
議
案
を
追
加
上
程

　
５
人
の
議
員
が
議
案
の
詳
細
に
つ
い
て
当
局
へ
質
疑
を
行
い
ま
し
た
。

こ
の
他
に
一
般
会
計
補
正
予
算
１
件
、工
事
請
負
契
約
の
変
更
３
件
、財

産
の
取
得
１
件
の
計
５
議
案
が
追
加
上
程
さ
れ
ま
し
た
。

�

（
５
ペ
ー
ジ
）

６
月
19
日
（
月
）
～
20
日
（
火
）
予
算
・
決
算
特
別
委
員
会
分
科
会
お

よ
び
常
任
委
員
会
の
議
案
審
査

　
厚
生
教
育
・
経
済
建
設
・
総
務
生
活
の
各
予
算
・
決
算
特
別
委
員
会

分
科
会
お
よ
び
各
常
任
委
員
会
が
そ
れ
ぞ
れ
半
日
ず
つ
開
催
さ
れ
、
付

託
さ
れ
た
議
案
の
審
査
を
行
い
ま
し
た
。�

（
６
～
７
ペ
ー
ジ
）

６
月
22
日
（
木
）　
予
算
・
決
算
特
別
委
員
会

　
各
分
科
会
か
ら
の
報
告
後
、
委
員
会
で
討
議
を
し
、
採
決
を
行
い
ま

し
た
。

６
月
30
日（
金
）　
本
会
議
最
終
日　
26
議
案
を
追
加
上
程　
計
45
議
案

を
可
決

　
各
委
員
会
で
の
審
査
内
容
と
結
果
を
、
各
委
員
長
が
報
告
し
、
財
産

の
交
換
、
贈
与
、
無
償
貸
付
等
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

例
に
つ
い
て
、
質
疑
が
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
議
員
２
人
に
よ
る
討
論
を

行
い
、
採
決
の
結
果
、
計
19
議
案
な
ど
を
承
認
・
可
決
し
ま
し
た
。
こ

の
他
に
、
一
般
会
計
補
正
予
算
１
件
、
人
事
案
件
23
件
、
そ
の
他
２
件

の
計
26
議
案
が
追
加
上
程
さ
れ
、
可
決
・
同
意
し
ま
し
た
。

定例会
の

概 要

一
般
会
計
９
億
４
０
８
０
万
３
０
０
０
円
を
増
額

教
育
長
再
任
、
農
業
委
員
会
委
員
の
選
任
を
可
決

令
和
５
年
６
月
定
例
会
が
、
６
月
１
日
（
木
）
か
ら
６
月
30
日
（
金
）
ま
で
、
30
日
間
の
会
期
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
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〈
議
案
第
50
号　
令
和
５
年
度
島
田
市
一
般
会
計
補
正
予
算
〉

〈
議
案
第
59
号　
し
ま
だ
音
楽
広
場
条
例
を
廃
止
す
る
条
例
に
つ
い
て
〉

〈
議
案
第
53
号　
財
産
の
交
換
、譲
与
、無
償
貸
付
等
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て
〉

〈
議
案
第
64
号　
工
事
請
負
変
更
契
約
に
つ
い
て
（
島
田
市
新
庁
舎
建
設
工
事
）〉

Q�

多
目
的
ト
イ
レ
、
親
子
ト
イ
レ
、
男
女
共
用
ト
イ
レ
を
設
置
す
る
理
由
は
何
か
。

A�

多
目
的
ト
イ
レ
の
機
能
の
分
散
お
よ
び
使
用
す
る
方
が
ト
イ
レ
を
選
択
で
き
る

よ
う
設
置
す
る
こ
と
に
し
た
。

Q�
最
初
か
ら
設
計
段
階
で
入
れ
て
い
な
か
っ
た
理
由
は
何
か
。

A�
令
和
３
年
３
月
に
国
土
交
通
省
が
建
築
設
計
標
準
を
改
正
し
て
い
る
。
こ
の
時

点
で
新
庁
舎
の
実
施
設
計
は
既
に
完
了
し
て
お
り
、
設
計
段
階
で
は
改
正
を
反

映
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
こ
と
か
ら
、
工
事
の
途
中
で
変
更
を
行
っ
た
。

Q�

直
近
５
年
間
の
稼
働
率
は
ど
の
く
ら
い
だ
っ
た
か
。

A�

10
・
５
％
で
あ
る
。

Q�

備
品
と
し
て
購
入
し
た
楽
器
は
、
今
後
ど
の
よ
う
に
活
用
す
る
か
。

A�

プ
ラ
ザ
お
お
る
り
の
備
品
と
し
て
活
用
し
て
い
く
よ
う
検
討
中
だ
が
、
今
後
調

整
し
た
い
。

Q�

音
楽
広
場
に
費
や
し
た
工
事
費
は
譲
渡
後
に
返
還
さ
れ
る
の
か
。

A�

市
に
対
し
残
存
価
値
価
額
分
を
返
還
し
て
い
た
だ
く
よ
う
、
株
式
会
社
ま
ち
づ

く
り
島
田
と
調
整
し
て
い
く
。

Q�

行
政
財
産
の
無
償
貸
し
付
け
ま
た
は
減
額
貸
し
付
け
を
可
能
と
す
る
条
例
が
一

部
改
正
と
な
っ
た
経
緯
は
。

A�

支
所
の
統
合
に
伴
い
、
金
谷
南
支
所
と
金
谷
北
支
所
の
執
務
室
が
空
き
ス
ペ
ー

ス
と
な
る
こ
と
か
ら
、
公
共
的
な
目
的
で
利
用
す
る
団
体
に
無
償
で
貸
し
付
け

る
た
め
の
新
た
な
ル
ー
ル
を
設
け
る
必
要
が
生
じ
た
も
の
で
あ
る
。

Q�

改
正
に
よ
り
、
議
会
の
議
決
事
項
と
し
て
ど
の
よ
う
な
取
り
扱
い
に
な
る
か
。

A�

条
例
の
規
定
の
適
用
に
よ
り
、
公
共
的
な
目
的
で
貸
し
付
け
る
場
合
に
は
議
決

事
項
に
は
な
ら
な
い
。
一
方
、
公
共
的
な
目
的
以
外
で
無
償
ま
た
は
減
額
し
て

貸
し
付
け
る
場
合
に
は
、
議
会
の
議
決
が
必
要
と
な
る
。

Q�

事
業
の
目
的
は
何
か
。

A�

定
員
に
空
き
の
あ
る
保
育
所
な
ど
で
、
保
育
所
、
認
定
こ
ど
も
園
、
幼
稚
園
な

ど
に
通
っ
て
い
な
い
子
ど
も
を
定
期
的
に
預
か
り
、
総
合
的
な
支
援
に
つ
な
げ

る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
。
ま
た
保
育
所
な
ど
の
多
機
能
化
に
向
け
た
効
果

検
証
を
行
う
。

Q�

事
業
内
容
は
。

A�

当
市
に
居
住
す
る
未
就
園
児
を
対
象
に
、
平
日
午
前
９
時
か
ら
午
後
４
時
ま
で
、

曜
日
を
決
め
て
週
１
ま
た
は
２
日
程
度
、
最
大
６
人
を
預
か
る
事
業
で
、
保
護

者
に
対
し
て
子
育
て
に
関
す
る
助
言
な
ど
を
行
う
予
定
で
あ
る
。

新
庁
舎
の
ト
イ
レ
の
設
計
が
変
更
に

し
ま
だ
音
楽
広
場
は

民
間
企
業
へ
譲
渡

行
政
財
産
の
空
き
ス
ペ
ー
ス
を

今
後
活
用
す
る
に
あ
た
っ
て

保
育
所
の
空
き
定
員
を
活
用
し
た

定
期
的
な
預
か
り
事
業
と
は

Pick
up 1

Pick
up 4 Pick

up

Pick
up

3

2
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置き去り防止装置の早期設置を

Q�

保
育
施
設
の
送
迎
バ
ス
の
置

き
去
り
防
止
装
置
に
つ
い
て
、

補
正
予
算
が
計
上
さ
れ
て
い

る
理
由
は
。

A�

２
月
定
例
会
で
議
決
さ
れ
た

令
和
４
年
度
補
正
予
算
の
繰

り
越
し
が
で
き
な
か
っ
た
た

め
、
改
め
て
補
正
予
算
を
組

ん
だ
も
の
で
あ
る
。

Q�

夏
に
間
に
合
わ
な
い
の
で
は

な
い
か
。

A�

で
き
る
だ
け
早
期
に
実
施
し

た
い
。

Q�

整
備
工
事
費
と
し
て
４
７
０

０
万
円
余
り
を
費
や
し
た
が
、

稼
働
率
が
低
か
っ
た
。
市
と

し
て
ど
ん
な
取
り
組
み
を
行

っ
た
か
。

A�

コ
ロ
ナ
禍
で
も
さ
ま
ざ
ま
な

イ
ベ
ン
ト
を
仕
掛
け
て
き
た
。

そ
う
い
っ
た
中
で
、
中
心
市

街
地
で
既
存
ス
ト
ッ
ク
の
利

活
用
を
進
め
、
ま
ち
な
か
の

活
性
化
に
つ
な
げ
よ
う
と
し

た
。

　
企
業
誘
致
を
進
め
る
た
め
、
実

情
に
合
わ
せ
て
一
部
を
見
直
す
。

８
月
の
都
市
計
画
審
議
会
に
諮
っ

た
後
、
条
例
改
正
を
経
て
、
10
月

中
に
変
更
手
続
き
を
完
了
し
た
い
。

　
水
道
事
業
の
収
支
計
画
を
見
直

す
よ
う
総
務
省
の
通
知
が
あ
っ
た

こ
と
か
ら
、
今
後
の
人
口
減
少
や

施
設
の
老
朽
化
、
物
価
上
昇
な
ど

を
踏
ま
え
、
総
務
省
の
指
示
を
盛

り
込
み
、
見
直
し
を
行
っ
た
。

Q�

台
風
15
号
で
流
さ
れ
た
家
山

川
に
架
か
る
橋
の
復
旧
の
見

込
み
は
。

A�

令
和
７
年
３
月
を
予
定
し
て

い
る
。
基
本
的
に
は
国
か
ら

の
補
助
金
で
賄
わ
れ
る
予
定
。

置
き
去
り
防
止
装
置
の
早
期
設
置
を

相
次
ぐ
台
風
被
害　

復
旧
急
ぐ

令
和
５
年
度

一
般
会
計
補
正
予
算

し
ま
だ
音
楽
広
場
条
例
を

廃
止
す
る
条
例
に
つ
い
て

新
東
名
島
田
金
谷
Ｉ
Ｃ
周
辺

地
区
計
画
の
変
更
に
つ
い
て

水
道
事
業
の
経
営
戦
略
の

見
直
し
に
つ
い
て

令
和
５
年
度

一
般
会
計
補
正
予
算

Q�

国
保
加
入
世
帯
数
を
伺
う
。

A�

１
万
１
９
３
３
世
帯
、
被
保

険
者
数
に
つ
い
て
は
１
万
８

１
０
６
人
。

島
田
市
国
民
健
康
保
険
税

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例

●
未
就
園
児
預
か
り
事
業
、
送
迎

バ
ス
安
全
確
保
事
業
、
放
課
後

児
童
ク
ラ
ブ
施
設
整
備
事
業

厚
生
教
育
分
科

･

会

常
任
委
員
会

経
済
建
設
分
科

･

会

常
任
委
員
会

予算・決算特別委員会および
常任委員会報告

台風の復旧工事に取り掛かる市井平橋

●
農
林
業
施
設
災
害
復
旧
費

Q�

助
成
の
内
容
は
。

A�

80
歳
以
上
の
方
１
人
当
た
り

１
０
０
０
円
を
乗
じ
た
額
を

助
成
す
る
。
ま
た
公
民
館
な

ど
で
集
合
方
式
に
よ
り
実
施

し
た
場
合
に
は
、
一
律
１
万

円
を
加
算
す
る
。

Q�

伊
久
身
幼
稚
園
が
令
和
６
年

３
月
末
に
閉
園
す
る
。
閉
園

に
当
た
っ
て
地
元
と
の
話
は

あ
っ
た
か
。

A�

法
人
が
３
月
末
に
保
護
者
説

明
会
を
行
っ
て
い
る
。

令
和
５
年
度

敬
老
会
実
施
地
区
助
成
事
業

認
定
こ
ど
も
園
伊
久
身
幼

稚
園
の
閉
園
に
つ
い
て
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社会福祉法人が入居を予定している金谷北地域交流センター

Q�
減
額
の
理
由
は
。

A�

し
ま
い
く
＋プ

ラ
スを

構
築
す
る
た

め
の
委
託
料
に
つ
い
て
、
当

初
予
算
編
成
時
に
予
定
し
て

い
た
地
域
少
子
化
対
策
重
点

推
進
事
業
費
交
付
金
が
変
更

さ
れ
た
た
め
。

条
例
改
正
は
丁
寧
な
説
明
を

令
和
５
年
度

一
般
会
計
補
正
予
算

Q�

改
正
の
内
容
は
。

A�

公
共
団
体
な
ど
に
対
し
て
、

普
通
財
産
と
同
様
に
、
行
政

財
産
を
無
償
ま
た
は
減
額
し

て
貸
し
付
け
る
こ
と
を
可
能

に
す
る
条
例
改
正
で
あ
る
。

行
政
機
関
の
統
合
で
、
金
谷

南
お
よ
び
金
谷
北
地
域
交
流

セ
ン
タ
ー
の
一
部
を
貸
し
付

け
る
案
件
が
発
生
し
、
条
例

の
改
正
に
至
っ
た
。

Q�

貸
し
付
け
基
準
を
策
定
し
て

Q�

契
約
変
更
に
至
っ
た
経
緯
は
。

A�

多
目
的
ト
イ
レ
に
加
え
、
新

た
に
親
子
ト
イ
レ
と
男
女
共

用
ト
イ
レ
を
設
置
し
た
こ
と

に
よ
る
契
約
変
更
で
あ
る
。

設
計
書
の
精
査
や
内
部
手
続

き
に
時
間
を
要
し
、
着
手
後

の
議
案
の
提
出
と
な
っ
た
。

か
ら
条
例
改
正
す
べ
き
で
は

な
い
か
。

A�

順
番
が
逆
に
な
っ
て
し
ま
っ

た
が
、基
準
を
策
定
次
第
、議

会
に
報
告
す
る
。

財
産
の
交
換
、
譲
与
、
無

償
貸
付
等
に
関
す
る
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

工
事
請
負
契
約
の
変
更
に

つ
い
て
（
島
田
市
新
庁
舎

建
設
工
事
（
給
排
水
衛
生

設
備
工
事
））

●
情
報
管
理
費

総
務
生
活
分
科

･

会

常
任
委
員
会

　
５
月
11
日
に
、ペ
ー
パ
ー
レ
ス
会
議
シ
ス
テ
ム（
Ｓ
ｉ
ｄ
ｅ
Ｂ

ｏ
ｏ
ｋ
ｓ
）
を
、
各
議
員
が
議
会
活
動
に
生
か
せ
る
よ
う
、
講

師
を
招
い
て
操
作
方
法
を
学
ぶ
利
用
者
講
習
会
を
開
催
し
ま
し

た
。

　
Ｓ
ｉ
ｄ
ｅ
Ｂ
ｏ
ｏ
ｋ
ｓ
と
は
、
パ
ソ
コ
ン
や
タ
ブ
レ
ッ
ト
、

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
な
ど
で
電
子
化
さ
れ
た
文
章
を
閲
覧
、
検
索
、

共
有
、
メ
モ
な
ど
が
で
き
る
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
で
す
。

　
島
田
市
議
会
は
、
議
会
の
Ｄ
Ｘ
（
デ
ジ
タ
ル
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ

ー
メ
ー
シ
ョ
ン
）
化
を
進
め
て
お
り
、
議
員
全
員
に
ノ
ー
ト
パ

ソ
コ
ン
が
貸
与
さ
れ
て
い
ま
す
。
貸
与
さ
れ
た
端
末
を
活
用
し

て
、
こ
れ
ま
で
紙
で

配
付
さ
れ
て
い
た
書

類
を
電
子
化
し
て
閲

覧
す
る
こ
と
に
よ
り
、

環
境
へ
の
配
慮
や
コ

ス
ト
削
減
に
取
り
組

ん
で
い
き
ま
す
。

Ｓ
ｉ
ｄ
ｅ
Ｂ
ｏ
ｏ
ｋ
ｓ

　
　

操
作
研
修
会
を
実
施

議会活動レポート①
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A
Q
&

初倉地域を対象に行われた除染訓練の様子

一
般
質
問

市
長
に
質た

だ

す
！

　

島
田
市
議
会
６
月
定
例
会
で
は
、

16
人
の
議
員
が
個
人
質
問
を
実
施
し

ま
し
た
。
全
議
員
が
一
問
一
答
方
式

（
議
員
が
一
つ
ず
つ
質
問
し
、
市
長
等

も
一
つ
ず
つ
答
弁
す
る
方
法
）
を
選

択
し
、
50
分
間
の
制
限
時
間
の
中
で

質
問
を
行
い
ま
し
た
。

　
今
号
で
は
、
16
人
の
個
人
質
問
の

内
容
の
一
部
を
紹
介
し
ま
す
。

　
興
味
を
持
っ
た
質
問
は
あ
り
ま
す

か
？

※
発
言
順
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

　
市
の
方
針
や
市
民
の
皆
さ
ん
の
生
活
に
関
す
る
大
切
な
内
容
全
般
に
つ

い
て
、
市
議
会
議
員
が
市
長
や
執
行
機
関
に
「
一
般
質
問
」
を
行
い
ま
す
。

一
般
質
問
全
文
を
掲
載
し
た
会
議

録
と
録
画
映
像
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

録
画
映
像
は
パ
ソ
コ
ン
の
ほ
か
、

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
や
タ
ブ
レ
ッ
ト

で
も
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

Q�

安
定
ヨ
ウ
素
剤
の
配
布
場
所
は
ど
こ

か
。

A�

市
内
の
各
避
難
所
で
行
う
。
市
民
に

は
防
災
行
政
無
線
な
ど
で
情
報
提
供

さ
れ
る
。
受
付
時
に
問
題
が
な
け
れ

ば
そ
の
場
で
服
用
す
る
。

Q�

万
が
一
、
放
射
性
物
質
が
放
出
さ
れ

た
場
合
の
、
市
民
へ
の
伝
達
手
段
に

つ
い
て
は
ど
う
か
。

A�

テ
レ
ビ
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
防
災
メ

ー
ル
、
市
公
式
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
、
防
災
行

政
無
線
、
Ｆ
Ｍ
島
田
、
消
防
団
や
消

防
署
の
広
報
車
な
ど
、
あ
ら
ゆ
る
手

段
を
活
用
し
、
最
終
的
に
一
軒
一
軒

訪
問
し
、
避
難
の
有
無
を
確
認
す
る
。

Q�

万
が
一
の
と
き
の
避
難
の
基
準
と
避

難
ま
で
の
手
順
を
伺
う
。

A�

で
き
る
限
り
外
気
に
触
れ
な
い
よ
う

屋
内
に
退
避
す
る
。
基
準
値
の
20
マ

イ
ク
ロ
シ
ー
ベ
ル
ト
を
超
え
た
地
区

に
避
難
指
示
が
発
令
さ
れ
る
。
プ
ル

ー
ム
は
風
向
き
に
沿
っ
て
帯
状
に
広

が
る
た
め
、
市
内
全
域
に
一
斉
避
難

指
示
が
発
令
さ
れ
る
状
況
は
限
り
な

く
少
な
い
と
考
え
る
。

この二次元コード
からどうぞ！

Q�

除
染
は
ど
こ
で
行
わ
れ
る
か
。

A�

東
名
日
本
坂
Ｐ
Ａ
、日
本
平
Ｐ
Ａ
、静

岡
Ｓ
Ａ
、
清
水
Ｐ
Ａ
、
国
道
１
号
う

ぐ
い
す
Ｐ
Ａ
な
ど
の
い
ず
れ
か
で
あ

る
。
避
難
先
ま
で
は
車
が
原
則
だ
が
、

難
し
い
人
は
バ
ス
を
利
用
す
る
。

Q�

今
後
、
多
く
の
市
民
へ
の
周
知
は
ど

の
よ
う
に
す
る
か
。

A�

市
の
出
前
講
座
や
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
、
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
の
配
布
な
ど
に

よ
り
周
知
を
図
っ
て
い
き
た
い
。

横
よこ
山
やま
香
かお
理
り
�議員

一問一答

正
し
く
知
ろ
う
！

原
子
力
広
域
避
難
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Q�

市
営
球
場
の
将
来
ビ
ジ
ョ
ン
は
。

A�

県
内
他
市
の
野
球
場
整
備
の
状
況
、

河
川
法
や
土
地
の
形
状
な
ど
と
い
っ

た
現
施
設
特
有
の
課
題
な
ど
か
ら
、

現
段
階
で
は
大
規
模
改
修
は
行
わ
ず
、

小
・
中
学
生
や
高
校
生
、
ア
マ
チ
ュ

ア
の
方
々
の
市
民
球
場
と
し
て
快
適

に
ご
利
用
い
た
だ
け
る
よ
う
、
計
画

的
に
修
繕
や
改
修
に
努
め
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
る
。

Q�

約
５
年
先
ま
で
に
予
定
し
て
い
る
具

体
的
な
工
事
は
何
か
。

A�

時
期
は
未
定
だ
が
、
内
装
や
設
備
と

い
っ
た
内
部
の
改
修
、
バ
ッ
ク
ス
ク

リ
ー
ン
裏
の
門
扉
の
改
修
、
工
作
物

の
塗
装
修
繕
な
ど
で
あ
る
。

Q�

女
子
選
手
も
増
え
た
の
で
は
な
い
か
。

女
子
ト
イ
レ
だ
け
で
な
く
ト
イ
レ
全

体
の
改
修
計
画
は
い
か
が
か
。

A�
内
部
の
改
修
を
進
め
て
い
る
中
で
の

一
つ
の
課
題
と
捉
え
て
お
り
、
こ
の

中
に
盛
り
込
ん
で
い
き
た
い
。

Q�

ナ
イ
タ
ー
設
備
の
改
修
に
つ
い
て
は

ど
う
考
え
て
い
る
か
。

A�

今
年
度
、
ス
ポ
ー
ツ
施
設
照
明
Ｌ
Ｅ

Ｄ
化
検
討
業
務
委
託
を
実
施
し
、
照

明
施
設
の
現
状
把
握
、
整
備
に
当

た
っ
て
の
基
本
計
画
を
作
成
し
て
い

き
た
い
。

Q�

球
場
入
口
を
挟
ん
で
東
西
の
道
路
幅

が
大
き
く
異
な
り
、
西
側
か
ら
の
見

通
し
が
悪
い
。安
全
策
に
つ
い
て
、ど

う
考
え
て
い
る
か
。

A�

当
該
交
差
点
の
処
理
な
ど
、
安
全
対

策
も
含
め
警
察
と
協
議
を
行
う
予
定

で
あ
る
。

市民による防犯まちづくりで活性化を！

高校野球の応援に集まる人々

Q�

第
一
中
学
校
区
と
第
二
中
学
校
区
に

防
犯
ま
ち
づ
く
り
組
織
が
な
い
。
条

例
も
施
行
さ
れ
た
の
に
、
そ
の
ま
ま

の
状
態
で
現
在
に
至
っ
て
い
る
の
は

ど
う
い
う
こ
と
か
。

A�

協
力
団
体
や
活
動
予
算
、
い
ろ
い
ろ

な
課
題
を
ク
リ
ア
し
な
け
れ
ば
な
ら

ず
、
決
着
が
つ
か
な
か
っ
た
。
自
治

会
が
中
心
に
な
っ
て
活
動
し
て
い
る
。

Q�

防
犯
カ
メ
ラ
は
す
べ
て
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
カ
メ
ラ
か
。

A�

す
べ
て
が
そ
う
で
は
な
い
。

Q�

防
犯
カ
メ
ラ
設
置
事
業
は
Ｄ
Ｘ
推
進

に
当
た
る
事
業
で
は
な
い
か
。

A�

Ｄ
Ｘ
推
進
事
業
で
は
な
い
。
あ
く
ま

で
も
安
全
対
策
の
事
業
で
あ
る
。

Q�

条
例
で
防
犯
カ
メ
ラ
の
管
理
方
法
を

規
定
す
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

A�

管
理
に
つ
い
て
は
静
岡
県
で
も
指
針

を
出
し
て
お
り
、
個
人
情
報
な
ど
も

あ
り
厳
密
な
指
針
が
あ
る
と
い
う
認

識
で
あ
る
。

Q�

青
色
回
転
灯
搭
載
の
防
犯
パ
ト
ロ
ー

ル
車
は
効
果
が
大
き
い
。
未
実
施
の

地
域
は
あ
る
か
。

A�

市
域
全
体
で
実
施
さ
れ
て
い
る
と
認

識
し
て
い
る
。

Q�

六
合
交
番
の
駅
前
へ
の
移
転
を
検
討

し
て
い
る
と
島
田
警
察
署
よ
り
伺
っ

た
。
六
合
駅
南
口
の
花
壇
の
場
所
を

警
察
に
貸
す
と
い
う
こ
と
で
よ
い
か
。

A�
全
部
を
使
う
の
は
広
す
ぎ
る
の
で
、

大
体
半
分
く
ら
い
を
交
番
で
、
残
り

の
半
分
を
民
間
で
活
用
で
き
な
い
か

と
、
民
間
提
案
制
度
の
募
集
を
こ
れ

か
ら
行
っ
て
い
く
。

平
ひら
松
まつ
吉
よし
祝
のり
�議員

森
もり
　伸
しん
一
いち
�議員

一問一答

一問一答

六
合
交
番
が

や
っ
と
六
合
駅
に
移
転
す
る
！

市
営
球
場

機
能
を
明
確
に
し
て
改
修
を
！
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Q�

国
の
第
４
期
が
ん
対
策
推
進
基
本
計

画
は
ど
の
よ
う
な
内
容
か
。

A�

予
防・治
療・共
生
を
柱
と
し
、
全
て

の
国
民
と
が
ん
の
克
服
を
目
指
す
こ

と
を
目
標
と
し
た
今
後
６
年
間
の
計

画
。
具
体
的
に
は
、
検
診
受
診
率
の

目
標
を
60
％
と
す
る
こ
と
や
、
子
宮

頸
が
ん
ワ
ク
チ
ン
接
種
の
推
進
、
患

者
と
そ
の
家
族
な
ど
へ
の
相
談
支
援

の
充
実
を
図
る
な
ど
と
さ
れ
て
い
る
。

Q�

受
診
率
向
上
の
対
策
と
し
て
提
案
し

た
女
性
専
用
検
診
日
、
レ
デ
ィ
ー
ス

検
診
の
効
果
は
ど
う
か
。

A�

レ
デ
ィ
ー
ス
検
診
は
令
和
４
年
度
か

ら
実
施
し
て
お
り
、
受
診
者
数
は
前

年
度
と
比
較
し
、
１
・
８
倍
に
増
加

し
て
い
る
。

Q�

レ
デ
ィ
ー
ス
検
診
は
継
続
す
る
か
。

A�

今
年
度
も
実
施
予
定
で
あ
る
。

Q�
積
極
的
勧
奨
と
な
っ
た
子
宮
頸
が
ん

ワ
ク
チ
ン
接
種
の
状
況
は
ど
う
か
。

A�

令
和
４
年
度
か
ら
再
開
さ
れ
た
こ
と

も
あ
り
、
ま
だ
接
種
率
は
低
い
。

Q�

推
進
の
取
り
組
み
は
ど
う
か
。

A�

対
象
者
（
小
６
か
ら
高
１
ま
で
）
の

う
ち
、
中
１
女
子
に
勧
奨
通
知
を
送

付
し
て
い
る
。
ま
た
積
極
的
勧
奨
が

控
え
ら
れ
え
て
い
た
期
間
の
未
接
種

者
に
も
勧
奨
通
知
を
送
付
し
て
い
る
。

Q�

パ
ー
ト
ナ
ー
へ
の
感
染
防
止
や
中
咽

頭
が
ん
の
予
防
と
な
る
こ
と
か
ら
、

男
性
の
同
ワ
ク
チ
ン
接
種
費
用
を
助

成
す
る
制
度
を
設
け
る
市
町
が
あ
る

が
、
当
市
の
計
画
は
あ
る
か
。

A�

効
果
や
需
要
を
調
査
・
研
究
す
る
。

学ぶ楽しみ教える喜び　東海道金谷宿大学

令和５年度　レディース検診の日程

Q�

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
活
動
状
況
と

職
員
の
配
置
は
ど
う
か
。

A�

市
内
に
は
、
９
つ
の
地
域
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
委
員
会
が
あ
る
。
文
化
発
表
会
、

祭
り
、各
種
ス
ポ
ー
ツ
大
会
な
ど
、さ

ま
ざ
ま
な
活
動
を
行
っ
て
い
る
。
職

員
の
配
置
に
つ
い
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ

の
業
務
内
容
に
応
じ
、
能
力
や
知
識
、

経
験
な
ど
を
踏
ま
え
て
適
材
適
所
の

配
置
に
努
め
て
い
る
。

Q�

社
会
教
育
主
事
の
役
割
は
何
か
。
ま

た
そ
の
配
置
状
況
は
ど
う
か
。

A�

社
会
教
育
を
行
う
も
の
に
対
し
、
専

門
的
か
つ
技
術
的
な
助
言
や
指
導
を

与
え
る
こ
と
。
ま
た
社
会
教
育
課
内

に
任
用
資
格
を
有
し
て
い
る
職
員
が

３
人
在
籍
し
て
い
る
。

Q�

社
会
教
育
活
動
で
具
体
的
な
成
果
実

践
例
は
あ
る
か
。

A�

東
海
道
金
谷
宿
大
学
は
、
教
え
た
い

人
が
教
授
と
な
り
、
学
び
た
い
人
が

学
生
と
な
る
。
受
講
者
か
ら
教
授
に

な
る
ケ
ー
ス
も
あ
る
。

Q�

青
年
層
へ
の
社
会
教
育
が
不
足
し
て

い
る
と
感
じ
る
が
ど
う
か
。

A�

ご
指
摘
の
と
お
り
だ
が
、
学
び
の
形

態
が
多
様
化
し
て
い
る
。
ど
う
学
べ

る
か
、
探
っ
て
い
く
こ
と
が
大
切
だ

と
考
え
て
い
る
。

Q�

社
会
教
育
の
概
念
を
持
っ
た
市
政
運

営
を
期
待
す
る
が
、
市
長
ど
う
か
。

A�
笑
顔
あ
ふ
れ
る
安
心
の
ま
ち
島
田
を

実
現
す
る
た
め
に
、
社
会
教
育
の
概

念
を
欠
か
せ
な
い
こ
と
は
十
分
認
識

し
て
い
る
。
頑
張
り
た
い
。

大
おお
石
いし
節
せつ
雄
お
�議員

大
おお
関
ぜき
衣
きぬ
世
よ
�議員

一問一答

一問一答

社
会
教
育
の
概
念
を
持
っ
た

市
政
運
営
を

子
宮
頸
が
ん
ワ
ク
チ
ン
接
種
の

推
進
を
！

※一般質問の掲載記事は、発言議員本人からの寄稿によるものです。発言の全文は、二次元コードからご確認ください。
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８・15平和を守る市民参加の式典

介護施設内の入居者と介護職員（イメージ）

Q�

現
在
の
当
市
の
自
治
会
数
お
よ
び
加

入
世
帯
数
の
最
大
と
最
小
は
。

A�

自
治
会
の
総
数
は
68
、
市
町
合
併
前

の
約
半
数
に
減
少
し
た
。
世
帯
数
は

最
大
で
約
２
３
０
０
、
最
小
で
約
１

０
０
で
あ
る
。

Q�

自
治
会
が
抱
え
る
課
題
は
何
か
。

A�

役
員
の
担
い
手
不
足
、
加
入
率
低
下
、

活
動
参
加
者
の
減
少
な
ど
が
あ
る
。

Q�

課
題
解
決
の
た
め
の
取
り
組
み
は
。

A�

女
性
役
員
登
用
や
Ｉ
Ｃ
Ｔ
導
入
に
よ

る
役
員
負
担
軽
減
な
ど
を
図
っ
て
い

る
。

Q�

新
し
い
自
治
組
織
で
あ
る
地
域
運
営

組
織
が
全
国
的
に
普
及
し
て
い
る
。

当
市
の
取
り
組
み
状
況
は
ど
う
か
。

A�

ま
ず
職
員
や
住
民
の
意
識
を
変
え
る

た
め
、
地
域
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
な
ど

を
行
い
意
識
の
醸
成
に
努
め
て
い

る
。�

Q�
中
山
間
地
域
振
興
の
た
め
、
地
域
運

営
組
織
を
活
用
す
る
考
え
は
な
い
か
。

A�

地
域
運
営
組
織
は
中
山
間
地
域
だ
け

で
な
く
市
全
体
で
取
り
組
む
べ
き
。

Q�

１
年
以
上
続
く
ウ
ク
ラ
イ
ナ
戦
争
は

収
束
す
る
気
配
が
な
い
。
平
和
行
政

と
し
て
、
今
年
の
平
和
祈
念
式
典
は

ど
の
よ
う
な
計
画
か
。

A�

高
校
生
が
企
画
立
案
に
携
わ
っ
て
い

る
。
例
年
ど
お
り
多
く
の
市
民
が
参

加
で
き
る
よ
う
、
オ
ン
ラ
イ
ン
配
信

も
予
定
し
て
い
る
。

Q�

小
・
中
学
校
で
の
平
和
教
育
は
ど
の

よ
う
に
行
わ
れ
て
い
る
か
。

A�

戦
争
体
験
者
な
ど
の
話
や
、
授
業
の

中
で
学
ん
で
い
る
。
修
学
旅
行
で
長

崎
へ
行
く
学
校
も
あ
る
。

Q�

市
長
は
、
日
本
政
府
に
核
兵
器
禁
止

条
約
の
署
名
・
批
准
を
求
め
る
署
名

に
署
名
す
る
考
え
は
あ
る
か
。

A�

全
国
の
自
治
体
が
一
丸
と
な
っ
て
核

兵
器
の
廃
絶
を
訴
え
て
い
く
こ
と
が

重
要
で
あ
る
と
考
え
る
。

Q�

自
衛
隊
へ
の
勧
誘
は
、
自
衛
隊
が
住

民
基
本
台
帳
法
に
基
づ
き
ダ
イ
レ
ク

ト
メ
ー
ル
で
行
っ
て
い
た
。
本
人
の

承
諾
な
し
の
情
報
提
供
は
、
個
人
情

報
保
護
法
に
抵
触
し
な
い
か
。

A�

特
に
問
題
は
な
い
と
考
え
る
。
今
後

は
、
要
請
が
あ
れ
ば
宛
名
シ
ー
ル
を

発
行
す
る
こ
と
を
決
定
し
た
。

Q�

住
所
・
氏
名
の
情
報
提
供
を
希
望
し

な
い
市
民
へ
の
配
慮
は
あ
る
の
か
。

A�

除
外
制
度
に
つ
い
て
市
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
周
知
し
て
い
る
。

四
よ
ツ
つ
谷
や
恵
めぐみ
�議員

天
あま
野
の
　弘
ひろし
�議員

一問一答

一問一答

今
こ
そ

平
和
行
政
の
さ
ら
な
る
充
実
を
！

新
し
い
自
治
組
織

地
域
運
営
組
織
の
取
り
組
み

Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
の
実
態
は

Q�
情
報
リ
テ
ラ
シ
ー
は
大
丈
夫
か
。

A�

学
校
で
は
情
報
モ
ラ
ル
の
向
上
や
情

報
活
用
能
力
の
育
成
を
図
っ
て
い
る
。

介
護
人
材
の
確
保
対
策

Q�

介
護
職
員
の
不
足
に
よ
り
通
所
や
入

所
事
業
で
受
け
入
れ
が
で
き
な
い
状

況
が
出
て
い
な
い
か
。

A�

ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
か
ら
職
員
不
足
に

よ
る
受
け
入
れ
控
え
は
な
い
。

Q�

当
市
に
お
け
る
介
護
職
員
確
保
の
た

め
の
取
り
組
み
は
何
か
。

A�

未
経
験
者
を
対
象
に
入
門
的
な
研
修

な
ど
を
行
っ
て
い
る
。
業
務
効
率
化

の
た
め
見
守
り
セ
ン
サ
ー
な
ど
の
新

し
い
技
術
の
導
入
を
推
進
し
て
い
る
。

※一般質問の掲載記事は、発言議員本人からの寄稿によるものです。発言の全文は、二次元コードからご確認ください。
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台風2号当日　執行権があれば復旧や活性化も早まる

東町御請線から続く（都市的）排水路

Q�

東
町
御
請
線
沿
道
の
排
水
の
流
出
係

数
は
都
市
の
基
準
で
行
っ
て
い
る
か
。

A�

将
来
的
に
住
居
系
の
余
地
利
用
を
考

慮
し
た
流
出
係
数
で
整
備
し
て
い
る
。

Q�

農
業
利
用
計
画
変
更
時
に
農
振
除
外

を
し
た
方
が
い
い
と
思
う
。
次
の
変

更
は
い
つ
か
。

A�

次
回
の
定
期
変
更
は
令
和
８
年
を
予

定
し
て
い
る
。

Q�

都
市
的
整
備
事
業
に
よ
り
多
く
の
税

金
を
投
入
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
都

市
的
土
地
利
用
が
で
き
る
状
態
に
す

る
べ
き
で
は
な
い
か
。

A�

都
市
的
土
地
利
用
を
推
進
す
る
方
向

性
は
現
在
示
し
て
い
な
い
。

Q�

令
和
８
年
の
計
画
変
更
に
伴
う
除
外

に
向
け
て
調
査
な
ど
を
行
う
予
算
付

け
も
し
な
い
の
か
。

A�

現
時
点
で
予
算
付
け
は
考
え
て
い
な

い
。

Q�

新
東
名
島
田
金
谷
Ｉ
Ｃ
周
辺
（
ふ
じ

の
く
に
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
推
進
区
域
）

の
Ａ
―
３
地
域
は
、
農
地
の
状
態
が

長
く
な
る
と
農
業
施
設
の
老
朽
化
も

進
む
。
都
市
的
利
用
と
農
政
的
利
用

に
よ
る
二
重
投
資
に
な
ら
な
い
か
。

A�

金
谷
土
地
改
良
区
と
協
力
し
て
維
持

管
理
に
努
め
る
。

Q�

Ａ
―
３
地
域
は
用
途
指
定
し
て
か
ら

５
年
が
経
過
し
た
。
地
区
に
住
む
市

民
を
集
め
て
意
見
を
聞
い
た
方
が
い

い
の
で
は
。

A�
あ
る
一
定
の
期
間
が
経
過
し
て
い
る

こ
と
を
踏
ま
え
、
何
ら
か
の
形
で
意

見
を
聞
く
機
会
を
設
け
る
こ
と
は
必

要
と
考
え
て
い
る
。

Q�

建
設
業
の
高
齢
化
な
ど
あ
ら
ゆ
る
産

業
で
人
手
不
足
だ
。
金
谷
の
日
本
語

学
校
の
留
学
生
を
人
材
と
し
て
確
保

し
、
企
業
訪
問
し
て
は
ど
う
か
。

A�

彼
ら
は
卒
業
し
た
ら
専
門
学
校
へ
行

く
の
で
難
し
い
。

Q�

Ｋ
Ａ
Ｄ
Ｏ
Ｄ
Ｅ　
Ｏ
Ｏ
Ｉ
Ｇ
Ａ
Ｗ
Ａ

の
経
営
は
ど
う
か
。

A�

利
益
が
出
て
い
な
い
。
黒
字
で
な
い
。

Q�

島
田
の
商
店
街
、
金
谷
駅
前
商
店
街

の
理
想
は
ど
う
か
。

A�

住
み
、
楽
し
み
、
働
く
、
多
く
の
人

の
交
流
が
生
ま
れ
る
拠
点
。

Q�

川
根
地
区
に
執
行
権
は
必
要
な
い
か
。

災
害
な
ど
で
迅
速
対
応
が
可
能
に
な

る
。

A�

要
望
が
あ
れ
ば
当
然
検
討
し
て
い
く
。

Q�

農
家
が
生
き
残
る
に
は
。

A�

農
地
集
約
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
導
入
、
有
機
化
。

Q�
国
は
有
機
栽
培
の
畑
を
全
体
の
25
％

と
推
進
し
て
い
る
。
市
の
現
状
は
。

A�

市
内
の
畑
は
２
％
が
有
機（
無
農
薬
）。

Q�

観
光
客
の
リ
ピ
ー
タ
ー
は
現
状
で
は

難
し
い
。
江
戸
時
代
の
収
蔵
品
を
常

設
展
示
し
て
観
光
客
の
誘
致
を
。

A�

令
和
３
年
に
博
物
館
で
展
示
し
た
。

Q�

リ
ニ
ア
工
事
で
大
井
川
の
水
が
減
っ

た
ら
経
済
産
業
は
壊
滅
す
る
。
市
長

は
リ
ニ
ア
工
事
で
多
少
の
水
が
減
っ

て
も
仕
方
な
い
と
の
考
え
か
。

A�

そ
の
考
え
で
議
論
し
た
こ
と
は
な
い
。

Q�

ボ
ー
リ
ン
グ
工
事
で
流
出
す
る
水
の

返
水
に
つ
い
て
県
は
Ｊ
Ｒ
に
合
意
す

る
よ
う
求
め
て
い
る
が
市
は
ど
う
か
。

A�

湧
水
の
リ
ス
ク
管
理
の
議
論
を
し
っ

か
り
や
っ
て
い
た
だ
き
た
い
。

提
さげ
坂
さか
大
だい
介
すけ
�議員

青
あお
山
やま
真
まさ
虎
とら
�議員

一問一答

一問一答

東
町
御
請
線
沿
道
と

Ａ
―
３
地
域
の
都
市
計
画

コ
ロ
ナ
は
終
わ
っ
た

経
済
・
産
業
の
再
生
を

※一般質問の掲載記事は、発言議員本人からの寄稿によるものです。発言の全文は、二次元コードからご確認ください。
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高すぎる国民健康保険税の引き下げを

ＪＲ島田駅のメッセージボード

Q�

志
太
榛
原
圏
域
全
体
と
島
田
市
の
在

宅
の
重
症
心
身
障
害
児
（
者
）
の
状

況
と
、
利
用
で
き
る
施
設
の
状
況
は
。

A�

圏
域
で
は
２
６
７
人
で
、
本
市
に
は

そ
の
う
ち
50
人
。
18
歳
以
上
が
30
人
、

未
満
が
20
人
で
あ
る
。
生
活
介
護
事

業
所
が
２
カ
所
で
、
短
期
入
所
施
設

（
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
）
は
な
い
。

Q�

今
後
の
課
題
を
ど
の
よ
う
に
考
え
て

い
る
か
。

A�

特
別
支
援
学
校
を
卒
業
し
た
方
の
生

活
介
護
事
業
な
ど
の
需
要
が
高
ま
る

こ
と
が
予
測
さ
れ
、
市
内
事
業
所
の

定
員
増
加
や
、
新
た
な
事
業
所
設
置

へ
の
取
り
組
み
が
必
要
で
あ
る
と
考

え
る
。
今
後
の
市
の
計
画
策
定
に
生

か
し
て
い
く
。

Q�

国
は
、
就
学
前
の
子
ど
も
の
国
保
税

均
等
割
を
２
分
の
１
に
す
る
軽
減
策

を
実
施
し
て
い
る
が
、
市
独
自
で
18

歳
ま
で
対
象
年
齢
を
拡
大
し
、
子
育

て
世
帯
の
負
担
軽
減
を
図
る
べ
き
で

は
な
い
か
。

A�

島
田
市
独
自
で
対
象
年
齢
を
18
歳
ま

で
拡
大
し
た
場
合
、
拡
大
分
に
対
す

る
国
、
県
の
補
助
は
な
く
、
財
源
確

保
が
難
し
い
。

Q�

約
１
千
万
円
あ
れ
ば
、
18
歳
ま
で
の

子
ど
も
の
均
等
割
軽
減
が
で
き
る
試

算
だ
。
一
般
会
計
か
ら
繰
り
入
れ
て

実
施
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

A�

国
保
の
運
営
は
県
単
位
で
行
っ
て
お

り
、
独
自
の
軽
減
策
を
実
施
す
る
場

合
は
、
県
内
市
町
で
統
一
す
る
こ
と

が
望
ま
し
い
。

シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
は
全
課
で

Q�
シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
に
ど
の
よ

う
に
取
り
組
ん
で
き
た
か
。

A�

平
成
27
年
度
に
島
田
市
緑
茶
化
計
画

を
発
表
し
た
。
市
民
や
市
内
事
業
者

が
共
同
で
地
域
資
源
を
活
用
し
、
シ

ビ
ッ
ク
プ
ラ
イ
ド
の
醸
成
や
、
当
市

の
フ
ァ
ン
獲
得
に
注
力
し
て
き
た
。

Q�

島
田
市
を
訪
問
し
た
方
に
ど
の
よ
う

に
ア
ピ
ー
ル
し
て
い
る
か
。

A�

Ｊ
Ｒ
島
田
駅
の
自
由
通
路
に
メ
イ
ン

ビ
ジ
ュ
ア
ル
を
掲
示
し
滞
在
中
の
島

田
時
間
を
演
出
し
て
い
る
が
、
駅
周

辺
で
緑
茶
が
飲
め
る
施
設
は
少
な
い
。

Q�

首
都
圏
で
の
シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ

ン
は
ど
の
よ
う
な
効
果
が
あ
っ
た
か
。

A�

東
京
駅
で
行
っ
た
緑
茶
縁
日
に
訪
れ

た
方
が
移
住
し
て
く
れ
た
。

れ
に
リ
ニ
ア
工
事
に
よ
る
減
水
が
加

わ
れ
ば
大
変
だ
。
見
解
を
伺
う
。

A�

情
報
把
握
に
努
め
て
い
き
た
い
。

Q�

大
量
の
水
を
蓄
え
て
い
る
破
砕
帯
に

水
平
方
向
の
ボ
ー
リ
ン
グ
穴
や
ト
ン

ネ
ル
穴
を
空
け
れ
ば
、
大
量
の
水
が

流
出
す
る
。
山
梨
県
内
の
破
砕
帯
に

つ
い
て
も
、
静
岡
県
の
水
流
出
の
心

配
が
な
い
鉛
直
方
向
の
コ
ア
ボ
ー
リ

ン
グ
を
要
求
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

A�

県
専
門
部
会
の
議
論
、
状
況
を
注
視

し
て
い
く
。

Q�

長
島
ダ
ム
の
堆
砂
は
予
定
の
２
・
４

倍
で
進
ん
で
い
る
。
早
晩
、
湖
底
が

洪
水
期
制
限
容
量
に
近
づ
き
、
下
流

へ
の
水
の
供
給
が
困
難
に
な
る
。
こ

リ
ニ
ア
と
水
、
見
解
を
伺
う

桜
さくら
井
い
洋
よう
子
こ
�議員

清
し
水
みず
唯
ただ
史
し
�議員

一問一答

一問一答

子
ど
も
の
国
保
税
を
引
き
下
げ

子
育
て
支
援
を

重
症
心
身
障
害
児
の

支
援
は
地
域
全
体
で

※一般質問の掲載記事は、発言議員本人からの寄稿によるものです。発言の全文は、二次元コードからご確認ください。
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特認校に指定された大津小学校

宝来町周辺での国民保護共同訓練の様子

Q�

伊
久
美
小
の
小
規
模
特
認
校
制
度
と

大
津
小
の
特
認
校
制
度
の
違
い
は
。

A�

大
津
小
は
、
伊
久
美
小
よ
り
も
全
校

児
童
数
お
よ
び
学
級
数
が
多
い
た
め
、

小
規
模
を
外
し
た
特
認
校
と
し
た
。

Q�

特
認
校
に
通
学
し
た
場
合
の
メ
リ
ッ

ト
は
何
か
。

A�

大
津
小
で
は
、
バ
ー
ド
ウ
ォ
ッ
チ
ン

グ
、
川
遊
び
、
山
登
り
、
城
山
探
検
、

田
植
え
、
稲
刈
り
、
椎
茸
菌
打
な
ど
、

大
津
地
区
の
自
然
環
境
を
生
か
し
た

特
色
あ
る
教
育
活
動
を
体
験
で
き
る
。

Q�

大
津
小
に
在
籍
し
て
い
る
児
童
と
、

大
津
小
お
よ
び
地
域
に
は
ど
の
よ
う

な
メ
リ
ッ
ト
が
生
ま
れ
る
の
か
。

A�

他
地
域
の
児
童
と
関
わ
る
こ
と
で
児

童
自
身
の
交
友
関
係
や
視
野
の
広
が

り
が
期
待
で
き
、
大
津
の
良
さ
を
再

認
識
で
き
る
。
転
入
学
児
童
の
大
津

へ
の
愛
着
心
を
育
み
、
第
二
の
ふ
る

さ
と
と
な
り
、
将
来
的
に
大
津
地
区

の
地
域
人
口
を
増
や
す
要
因
と
な
る
。

Q�

地
域
と
は
ど
の
よ
う
に
連
携
す
る
か
。

A�

自
然
環
境
や
地
域
人
材
を
生
か
し
た

体
験
活
動
の
機
会
を
継
続
、
発
展
さ

せ
て
い
く
。

Q�

令
和
４
年
版
防
衛
白
書
は
「
国
際
社

会
は
今
、
戦
後
最
大
の
試
練
の
時
を

迎
え
て
い
る
」
と
い
う
一
文
か
ら
書

き
出
さ
れ
て
い
る
。
そ
う
し
た
中
、

本
年
４
月
、
北
朝
鮮
の
弾
道
ミ
サ
イ

ル
に
よ
る
日
本
の
領
土
や
領
海
へ
の

落
下
予
測
が
発
生
す
る
な
ど
、
近
年
、

我
が
国
の
安
全
保
障
環
境
は
脅
威
に

さ
ら
さ
れ
て
い
る
。
島
田
市
国
民
保

護
計
画
で
は
武
力
攻
撃
な
ど
が
あ
っ

た
場
合
、
市
の
責
務
と
し
て
自
ら
国

民
の
保
護
の
た
め
の
措
置
を
的
確
か

つ
迅
速
に
実
施
す
る
と
し
て
い
る
が
、

そ
の
た
め
の
取
り
組
み
を
伺
う
。

A�

国
内
お
よ
び
周
辺
諸
国
の
動
向
な
ど

の
情
報
収
集
に
、
担
当
部
署
に
お
い

て
意
識
を
持
っ
て
注
視
し
て
い
る
。

ま
た
平
成
29
年
10
月
に
は
内
閣
官
房
、

総
務
省
、
消
防
庁
お
よ
び
静
岡
県
と

合
同
で
、
ア
ピ
タ
島
田
店
周
辺
と
大

井
川
鐵
道
家
山
駅
周
辺
の
２
カ
所
で

弾
道
ミ
サ
イ
ル
を
想
定
し
た
住
民
避

難
訓
練
を
実
施
し
た
。

Q�

同
計
画
で
は
、
こ
う
し
た
事
態
に
お

い
て
国
民
は
ど
の
よ
う
な
協
力
を
す

認
知
症
へ
の
対
応
・
対
策
は

べ
き
と
し
て
い
る
か
。

A�

ま
ず
は
現
在
の
世
界
情
勢
を
知
っ
て

い
た
だ
く
と
同
時
に
、
日
本
を
取
り

巻
く
環
境
の
変
化
を
感
じ
て
も
ら
い
、

外
交
、
安
全
保
障
に
興
味
を
持
っ
て

も
ら
う
こ
と
が
必
要
と
思
わ
れ
る
。

Q�

同
計
画
に
対
し
て
ど
の
よ
う
な
課
題

が
あ
る
か
。

A�

物
理
的
な
整
備
の
充
実
と
、
住
民
の

国
の
安
全
確
保
に
対
す
る
意
識
改
革

の
醸
成
が
課
題
で
あ
る
と
考
え
る
。

Q�

認
知
症
の
人
が
よ
り
良
く
生
き
て
い

く
た
め
の
地
域
で
の
取
り
組
み
は
。

A�
地
域
の
集
い
の
場
な
ど
へ
の
支
援
を

行
い
、
体
制
づ
く
り
を
推
進
す
る
。

Q�
認
知
症
で
は
な
い
方
に
免
許
返
納
に

生
か
せ
る
簡
易
的
な
認
知
症
検
査
は
。

A�

知
的
機
能
を
測
る
た
め
の
、
脳
の
健

康
度
テ
ス
ト
を
実
施
し
て
い
る
。

曽
そ
根
ね
達
たつ
裕
ひろ
�議員

石
いし
川
かわ
晋
しん
太
た
郎
ろう
�議員

一問一答

一問一答

自
然
環
境
の
中
で
教
育
を

大
津
小
特
認
校

何
よ
り
平
和
を
！

同
時
に
構
え
を
！

※一般質問の掲載記事は、発言議員本人からの寄稿によるものです。発言の全文は、二次元コードからご確認ください。
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子育て世代型住宅ちゃいるど入居募集チラシ

Q�

移
住
者
の
定
義
と
直
近
３
年
間
の
移

住
者
の
人
数
を
伺
う
。

A�

県
ま
た
は
市
町
な
ど
の
窓
口
や
施
策

を
通
し
て
移
住
し
た
人
。
令
和
４
年

度
34
人
、
令
和
３
年
度
66
人
、
令
和

２
年
度
51
人
が
移
住
し
て
い
る
。

Q�

直
近
３
年
間
の
移
住
者
を
除
い
た
転

入
者
数
は
ど
の
く
ら
い
か
。

A�

令
和
４
年
度
が
２
７
３
１
人
、
令
和

３
年
度
が
２
２
４
１
人
、
令
和
２
年

度
が
２
３
９
７
人
で
あ
る
。

Q�

当
市
の
移
住
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
（
住

ん
で
ご
島
田
）
に
は
、
県
の
求
人
情

報
は
あ
る
が
、
当
市
の
求
人
情
報
が

載
っ
て
い
な
い
。
情
報
を
発
信
し
な

い
の
か
。

A�

産
業
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
（
し
ま
だ
産

業
ナ
ビ
）
で
求
人
情
報
を
発
信
し
て

い
る
。
移
住
希
望
者
に
と
っ
て
有
益

な
情
報
サ
イ
ト
に
な
る
よ
う
努
め
る
。

Q�

農
水
省
の
サ
イ
ト
に
、
山
形
県
大
江

町
で
、
大
江
町
就
農
研
修
生
受
入
協

議
会
を
作
り
、
移
住
者
を
呼
び
込
み

耕
作
放
棄
地
対
策
を
し
て
い
る
先
進

事
例
が
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
当
市
で

公共工事を支える建設技能労働者

Q�

公
共
工
事
は
、
バ
ブ
ル
期
よ
り
半
減

し
た
。
仕
事
が
な
く
な
り
建
設
技
能

労
働
者
や
職
人
は
大
幅
に
減
少
し
た
。

全
産
業
の
求
人
倍
率
１
に
対
し
、
職

種
に
よ
る
が
３
～
７
倍
で
あ
る
。
労

働
環
境
と
低
賃
金
を
ど
う
考
え
る
か
。

A�

高
齢
化
と
担
い
手
不
足
は
喫
緊
の
課

題
と
考
え
て
い
る
。

Q�

公
共
工
事
に
お
け
る
建
設
技
能
者
の

賃
金
は
ど
の
よ
う
に
決
ま
る
か
。

A�

国
交
省
お
よ
び
農
水
省
に
よ
り
、
職

種
別
・
県
別
に
調
査
の
上
、
設
計
単

価
が
決
ま
り
、
そ
れ
に
従
う
。

Q�

多
く
の
職
種
で
ベ
ー
ス
ア
ッ
プ
さ
れ

て
い
る
。
建
設
技
能
者
は
ど
う
か
。

A�

公
共
事
業
の
労
働
賃
金
は
、
国
が
３

月
に
５
・
２
％
引
き
上
げ
た
。

Q�

毎
年
改
定
が
行
わ
れ
、
２
０
１
２
年

か
ら
積
算
単
価
は
50
％
以
上
上
昇
し

て
い
る
。
し
か
し
、
支
払
い
の
実
態

は
横
ば
い
も
し
く
は
微
増
だ
。
市
は
、

発
注
者
の
責
任
に
お
い
て
支
払
い
の

実
態
を
確
認
し
て
い
る
か
。

A�

さ
ま
ざ
ま
な
工
事
に
分
類
し
発
注
さ

れ
る
た
め
、
労
務
費
の
確
認
ま
で
は

で
き
な
い
の
が
現
状
だ
。

Q�

建
設
労
働
者
の
年
収
は
、
全
産
業
と

比
較
し
て
約
70
万
円
少
な
い
。
山
口

県
で
は
社
会
保
険
、法
定
福
利
費
、賃

金
の
見
積
書
の
提
出
を
業
界
に
指
導

し
て
い
る
。
下
請
け
や
二
次
下
請
け

で
も
労
務
費
を
積
算
し
て
い
る
は
ず

だ
。
賃
金
保
護
対
策
は
ど
う
か
。

A�

下
請
け
業
者
へ
の
し
わ
寄
せ
防
止
の

た
め
に
最
低
制
限
価
格
制
度
の
導
入

を
検
討
し
て
い
る
。

も
同
様
の
取
り
組
み
は
で
き
な
い
か
。

A�

調
査
・
検
討
を
し
て
い
く
。

Q�

川
根
地
域
の
子
育
て
世
代
型
住
宅

ち
ゃ
い
る
ど
で
は
、
入
居
・
退
去
に

条
件
が
あ
る
が
、
利
用
状
況
に
余
裕

が
あ
る
の
で
あ
れ
ば
、
条
件
を
緩
和

し
て
も
良
い
の
で
は
な
い
か
。

A�
条
件
緩
和
の
要
望
は
認
識
し
て
い
る
。

自
治
会
お
よ
び
入
居
者
代
表
の
方
と

協
議
を
行
う
準
備
を
し
て
い
る
。

井
いの
上
うえ
　篤
あつし
�議員

八
や
木
ぎ
伸
のぶ
雄
お
�議員

一問一答

一問一答

移
住
者
の
現
状
と

受
け
入
れ
態
勢

建
設
労
働
者
へ
の
賃
金
の

適
正
支
払
い
を

※一般質問の掲載記事は、発言議員本人からの寄稿によるものです。発言の全文は、二次元コードからご確認ください。
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静岡県警察啓発ポスター

Q�

当
市
の
自
転
車
事
故
の
実
態
は
。

A�

令
和
４
年
度
中
の
自
転
車
関
連
の
事

故
は
51
件
で
、
未
成
年
者
層
と
高
齢

者
層
で
約
７
割
を
占
め
て
い
る
。

Q�

市
の
自
転
車
ヘ
ル
メ
ッ
ト
着
用
推
進

の
姿
勢
と
し
て
、
中
高
生
に
ヘ
ル

メ
ッ
ト
に
つ
け
る
反
射
テ
ー
プ
の
デ

ザ
イ
ン
を
募
集
し
て
は
ど
う
か
。

A�

有
効
な
手
段
の
１
つ
と
し
て
考
え
る

が
、
関
係
機
関
の
意
見
を
聞
き
な
が

ら
広
報
と
啓
発
活
動
に
力
を
入
れ
る
。

Q�

当
市
で
も
ヘ
ル
メ
ッ
ト
購
入
の
補
助

金
を
創
設
す
る
考
え
は
な
い
か
。

A�

命
を
守
る
た
め
の
重
要
な
交
通
安
全

策
と
し
て
着
用
推
進
を
考
え
て
い
る

が
、
ま
ず
は
ヘ
ル
メ
ッ
ト
の
必
要
性

の
意
識
啓
発
活
動
が
大
前
提
で
あ
る
。

村
むら
田
た
千
ち
鶴
づ
子
こ
�議員

一問一答

自
転
車
ヘ
ル
メ
ッ
ト

購
入
助
成
を

高
齢
者
の
移
動
手
段
の
確
保

Q�

先
の
定
例
会
に
て
、
保
健
福
祉
セ
ン

タ
ー
は
な
み
ず
き
で
は
、
新
庁
舎
へ

の
行
政
機
能
の
移
転
後
に
、
保
健
・

医
療
や
高
齢
者
な
ど
の
福
祉
増
進
を

図
る
事
業
を
、
よ
り
一
層
展
開
し
て

い
く
方
針
を
確
認
し
た
。
保
健
福
祉

機
能
に
特
化
さ
れ
当
市
の
核
と
な
る

当
該
セ
ン
タ
ー
に
、
市
の
責
務
と
し

て
高
齢
者
の
誰
も
が
安
心
・
安
全
に

通
え
る
よ
う
、
移
動
手
段
の
確
保
が

必
要
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

A�
市
が
移
動
手
段
を
確
保
す
る
こ
と
は

考
え
て
い
な
い
。
住
民
主
体
で
立
ち

上
げ
て
い
る
外
出
支
援
サ
ー
ビ
ス
の

運
営
費
な
ど
に
支
援
を
行
い
、
将
来

的
に
は
こ
の
中
で
対
応
を
し
て
い
た

だ
け
れ
ば
と
考
え
る
。

　
当
委
員
会
は
、
予
算
・
決
算
の
審
査
に
お
け
る
経
過
を
よ
り
充
実
さ
せ
る
た

め
に
設
置
さ
れ
、
過
去
の
議
案
の
審
査
方
法
等
に
関
す
る
特
別
委
員
会
の
検
討

内
容
を
参
考
に
活
動
し
て
き
ま
し
た
。

　
今
期
は
、
定
例
会
ご
と
に
予
算
審
査
を
行
う
と
と
も
に
、
９
月
の
決
算
審
査

よ
り
、
各
分
科
会
か
ら
翌
年
度
の
予
算
編
成
へ
反
映
す
べ
き
事
業
を
取
り
ま
と

め
、
提
言
を
提
出
し
ま
し
た
。

　
ま
た
委
員
会
の
今
後
の
進
め
方
に
つ
い
て
、
委
員
間
で
検
討
し
、
次
の
と
お

り
取
り
ま
と
め
ま
し
た
。

　
専
門
性
を
持
っ
た
審
査
に
重
点
を
置
き
、
現
状
の
分
科
会
方
式

を
継
続
し
、
審
査
終
了
後
の
委
員
間
討
議
を
充
実
し
て
い
く
。

審
査
方
法

　
特
別
会
計
お
よ
び
企
業
会
計
は
専
門
性
が
明
確
で
あ
る
た
め
、

当
委
員
会
は
一
般
会
計
の
み
を
審
査
す
る
。

審
査
議
案
の
範
囲

　
各
種
事
業
に
つ
い
て
の
提
言
の
提
出
は
、
予
算
・
決
算
特
別
委

員
会
以
外
に
、
常
任
委
員
会
か
ら
も
可
能
で
あ
る
こ
と
を
委
員
間

で
確
認
し
た
。

提
言
に
つ
い
て

予
算
・
決
算
特
別
委
員
会
最
終
報
告

新
し
い
審
査
方
法
に
向
け
て
ス
タ
ー
ト

※一般質問の掲載記事は、発言議員本人からの寄稿によるものです。発言の全文は、二次元コードからご確認ください。
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当
委
員
会
は
、
島
田
市
に
お
け
る

中
山
間
地
域
の
振
興
策
を
検
討
す
る

た
め
、
令
和
４
年
６
月
以
降
10
回
の

委
員
会
を
開
催
し
、
島
田
市
の
現
状

調
査
や
先
進
地
の
視
察
を
行
い
ま
し

た
。
調
査
研
究
の
成
果
と
し
て
、
中

山
間
地
域
の
振
興
に
係
る
条
例
・
計

画
ま
た
は
方
針
を
制
定
・
策
定
し
て

い
る
先
進
事
例
に
倣
い
、
今
後
積
極

的
な
取
り
組
み
が
必
要
で
あ
る
こ
と

を
確
認
し
、
市
当
局
に
対
す
る
３
項

目
の
提
言
を
取
り
ま
と
め
ま
し
た
。

１�　
本
市
に
お
け
る
中
山
間
地
域
の

定
義
を
明
確
化
し
、
中
山
間
地
域

振
興
施
策
基
本
条
例
ま
た
は
地
域

ビ
ジ
ョ
ン
策
定
な
ど
に
よ
り
、
中

山
間
地
域
の
振
興
施
策
体
制
を
構

築
す
る
こ
と
。

２�　
中
山
間
地
域
の
振
興
体
制
が
構

築
さ
れ
る
ま
で
の
間
、
過
疎
地
域

の
持
続
的
発
展
の
支
援
に
関
す
る

特
別
措
置
法
の
指
定
か
ら
外
れ
る

　
令
和
４
年
６
月
か
ら
、
当
委
員
会

は
広
報
広
聴
特
別
委
員
会
と
名
称
を

変
え
て
調
査
活
動
に
取
り
組
ん
で
き

ま
し
た
。

　
年
５
回
の
議
会
だ
よ
り
の
編
集
・

発
行
に
つ
い
て
は
、
従
前
に
引
き
続

き
「
読
み
や
す
く
、
わ
か
り
や
す
く
、

親
し
み
や
す
い
」
紙
面
を
目
標
と
し
、

委
員
会
で
の
検
討
や
確
認
作
業
を
経

て
発
行
し
ま
し
た
。
巻
頭
の
特
集
記

事
は
、
ご
み
の
減
量
や
民
間
保
育
園

団
体
の
取
り
組
み
な
ど
、
市
民
の
皆

さ
ん
に
関
心
を
持
っ
て
い
た
だ
け
る

内
容
と
な
る
よ
う
に
努
め
ま
し
た
。

　
広
聴
に
つ
い
て
は
、
以
前
か
ら
の

課
題
で
あ
っ
た
高
校
生
と
の
意
見
交

換
会
の
実
現
の
た
め
、
先
進
自
治
体

の
事
例
を
学
び
、
市
内
６
つ
の
高
等

（
実
業
）学
校
に
議
会
だ
よ
り
を
持
参

し
、
意
見
を
お
聞
き
し
ま
し
た
。
こ

の
よ
う
な
活
動
を
通
じ
て
、
令
和
５

年
中
に
実
施
で
き
る
よ
う
準
備
を
進

め
て
い
ま
す
。
ま
た
議
会
報
告
会
の

進
め
方
に
つ
い
て
は
、
ワ
ー
ル
ド
カ

フ
ェ
形
式
を
試
験
的
に
取
り
入
れ
る

な
ど
、
参
加
し
た
市
民
の
皆
様
が
発

言
し
や
す
い
場
と
な
る
よ
う
工
夫
し

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

（
卒
業
団
体
と
な
る
）旧
川
根
町
地

域
の
振
興
に
つ
い
て
、
過
疎
地
域

持
続
的
発
展
計
画
が
果
た
し
て
き

た
役
割
を
担
う
仕
組
み
を
行
政
計

画
に
織
り
込
む
こ
と
。

３�　
旧
川
根
町
地
域
と
そ
の
他
の
中

山
間
地
域
を
明
確
に
し
、
両
地
域

の
包
括
的
な
振
興
に
取
り
組
む
行

政
組
織
を
設
置
す
る
こ
と
。

中
山
間
地
域
の
振
興
に
関
す
る
特
別
委
員
会
最
終
報
告

広
報
広
聴
特
別
委
員
会
最
終
報
告

中
山
間
地
域
の
振
興
策
や

条
例
の
制
定
を
提
言

名
称
変
更
に
合
っ
た

委
員
会
活
動
を
目
指
し
て

先進事例視察（岩手県奥州市議会）の様子

取りまとめた提言書を市長に提出しました
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ザッ討論 賛成？
反対？

　市議会定例会最終日に行われる議案採決の前に、賛成・反対の意見を表明する「討論」を行います。
　６月定例会では、１議案について討論が行われ、賛成・反対の意見が表明されました。

総務生活常任委員による、建設中の新庁舎に
おける給排水衛生設備の現地確認の様子

トイレ部分が変更となった１階平面図

【議案第64号】工事請負変更契約について（島田市新庁舎建設工事（給排水衛生設備工事））
　本議案は、現在建設中の新庁舎において多目的トイレの機能分
散の観点から、トイレのプランの見直しを行い、多目的トイレとは
別に男女共用トイレおよび親子トイレの設置を行うため、給排水衛
生設備工事にかかる請負契約の変更をしようとするものである。
　新庁舎は、整備基本方針に利用者にやさしい庁舎を掲げており、
トイレはその方針の最大の課題である。国土交通省は、多目的ト
イレへの利用者の集中を避けるため、令和３年３月に高齢者、障
害者等の円滑な移動等に配慮した建築設計標準を改正し、多目的
トイレの機能分散の考えを示している。これを受け、性の多様性
に配慮し、多目的トイレの他に男女共用トイレ、親子トイレを設
置することとする請負契約の変更は適正であると考え、賛成する。
市役所という公共施設の在り方やのちのち改修する場合のコスト
面からも、現時点で変更を行うことが求められる。
　なお、当局に対しては、設置する際には利用者に十分な配慮の
上、トイレの機能を分かりやすく表示することを求める。

賛 

成

　多目的トイレのほかに男女共用トイレ
と親子トイレを追加するために契約を変
更することに対し、以下の理由で反対。
１　�現庁舎の４倍の数を確保している。

今回の議案では、さらに６つを追加
することになり、さすがに多過ぎる。

２　�多目的以外に機能を分けることで、
ラベリングの問題がある。

３　�個室を増やすことによって、男子ト
イレと女子トイレの入り口が一緒に
なり、中で分岐する形になっている。
防犯上良くない。

反 

対

○：賛成
×：反対
△：棄権

氏　名

井
上　
　

篤

石
川
晋
太
郎

曽
根　

達
裕

大
関　

衣
世

大
石　

節
雄

天
野　
　

弘

提
坂　

大
介

横
田
川
真
人

平
松　

吉
祝

山
本　

孝
夫

森　
　

伸
一

藤
本　

善
男

清
水　

唯
史

四
ツ
谷　

恵

桜
井　

洋
子

村
田
千
鶴
子

大
村　

泰
史

青
山　

真
虎

横
山　

香
理

八
木　

伸
雄

会派名 清流の風 輝く島田 島
と
和
わ
の会 島田市民

会議
創造
島田

日本
共産党

緑風
しまだ 無会派

【議案第64号】
工事請負変更契約について（島田市新庁舎
建設工事（給排水衛生設備工事））

○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○

※議長（藤本善男）は採決に参加しません。

【採決結果一覧】賛成・反対の分かれた議案の結果を掲載しています
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特
別
委
員
会
を
設
置
し
ま
し
た

議
会
改
革
特
別
委
員
会

設
置
目
的

　
議
会
基
本
条
例
の
趣
旨
に
基
づ
い
た
議
会
運
営
が
行
わ
れ
て
い
る
か
の

検
討
を
行
う
こ
と
を
最
優
先
課
題
と
し
、
市
民
が
市
議
会
の
会
議
な
ど
に

参
画
し
て
発
言
す
る
機
会
を
確
保
す
る
こ
と
に
よ
り
、
市
議
会
が
市
民
の

思
い
を
吸
い
上
げ
、
政
策
立
案
機
能
を
発
揮
し
て
い
く
住
民
参
画
型
議
会

へ
の
改
革
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

委
員
長
：
大
石
節
雄

副
委
員
長
：
桜
井
洋
子

委　
　
員
：
井
上
篤
、
青
山
真
虎
、
提
坂
大
介
、
山
本
孝
夫
、

　
　
　
　
　
村
田
千
鶴
子
、
大
関
衣
世
、
清
水
唯
史

広
報
広
聴
特
別
委
員
会

設
置
目
的

　
議
会
広
報
紙
（
議
会
だ
よ
り
）
の
編
集
と
、
広
聴
機
能
と
し
て
、
議
会

報
告
会
の
開
催
に
加
え
、
幅
広
い
世
代
と
の
意
見
交
換
会
の
具
体
的
な
開

催
に
つ
い
て
、
調
査
・
研
究
し
て
い
き
ま
す
。

委
員
長
：
森
伸
一

副
委
員
長
：
井
上
篤

委　
　
員
：
横
山
香
理
、
石
川
晋
太
郎
、
大
石
節
雄
、
八
木
伸
雄

令和４年度　政務活動費支出報告
　政務活動費は、地方自治法に基づき地方議会の議員に交付される経費のことで、各地方議会ごとに金額などの交付要件が定められて
います。
　島田市議会では、議員１人に年額20万円を上限として交付しています。残額は返還し、超過額は自己負担としています。�

（単位：円）

※政務活動費支出報告書は、ホームページ・情報公開コーナー（市役所、金谷南支所、金谷北支所、川根支所）で閲覧することができます。
※詳しくは、島田市ホームページをご覧ください。

議　員　名 交付額
支出内訳

支出合計 自己
負担額 返還額調査研究費 研修費 広報費 資料購入費 その他の経費

青山　真虎 200,000 0 0 128,880 14,592 4,308 147,780 0 52,220 
天野　　弘 200,000 0 62,470 100,815 44,135 0 207,420 7,420 0 
石川晋太郎 200,000 0 0 0 0 0 0 0 200,000 
井上　　篤 200,000 0 37,920 0 0 18,700 56,620 0 143,380 
大石　節雄 200,000 0 52,100 0 0 0 52,100 0 147,900 
大関　衣世 200,000 70,479 65,630 0 0 0 136,109 0 63,891 
大村　泰史 200,000 0 33,600 0 0 0 33,600 0 166,400 
桜井　洋子 200,000 54,919 19,000 44,840 18,570 0 137,329 0 62,671 
提坂　大介 200,000 55,973 51,620 0 0 0 107,593 0 92,407 
清水　唯史 200,000 70,479 104,810 0 24,360 20,350 219,999 19,999 0 
曽根　達裕 200,000 70,479 116,420 0 0 0 186,899 0 13,101 
平松　吉祝 200,000 55,973 0 0 0 0 55,973 0 144,027 
藤本　善男 200,000 70,479 149,690 0 14,520 0 234,689 34,689 0 
村田千鶴子 200,000 0 33,600 0 0 0 33,600 0 166,400 
森　　伸一 200,000 0 228,050 0 0 0 228,050 28,050 0 
八木　伸雄 200,000 0 0 68,860 3,080 24,964 96,904 0 103,096 
山本　孝夫 200,000 54,919 33,600 0 11,160 0 99,679 0 100,321 
横田川真人 200,000 126,452 51,620 0 0 0 178,072 0 21,928 
横山　香理 200,000 0 33,600 0 0 0 33,600 0 166,400 
四ツ谷　恵 200,000 0 31,000 44,840 51,077 0 126,917 0 73,083 
合　　　計 4,000,000 630,152 1,104,730 388,235 181,494 68,322 2,372,933 90,158 1,717,225 

報告します！
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令
和

５
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8
月

10日
 発

行
　

N
o.90

編
集

・
発

行
／

島
田

市
議

会
〒

427‒8501 静
岡

県
島

田
市

中
央

町
１

番
の

１
TE

L 〈
0547〉36‒7204　

　
FA

X
 〈

0547〉37‒2212
Ｅ

メ
ー

ル
：

gikai@
city.shim
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　昨年度に引き続き、委員長に森が就任しました。新
しい委員とともに、市民の皆様にとって読みやすく、
わかりやすい、そして関心を持っていただけるよう
な議会だよりとなるように、紙面構成を工夫してい
きたいと思います。また昨年から課題となっている
高校生など若者との意見交換会については、学校側
との打ち合わせを密に行い、準備ができた学校から
実現していきたいと考えています。広報広聴機能が
さらに充実するよう、他委員会とも連携して進めて
いきたいと考えています。

編 集 後 記

広報広聴特別委員会
【委 員 長】森　�伸一
【副委員長】井上　�篤
【委　　員】横山　香理、石川晋太郎

大石　節雄、八木　伸雄

議会を聴きに行こう！議会をオンラインで見てみよう！
傍聴をご希望の方は、議会開催日に市議会議場（市役所３階）
へお越しください。

９月市議会定例会のお知らせ

日 月 火 水 木 金 土
8/27 28 29 30 31 9/1 2

議会運営委員会
本会議（初日）
決算説明会

3 4 5 6 7 8 9

本会議
（一般質問：個人）

本会議
（一般質問：個人）

10 11 12 13 14 15 16
予算･決算
厚生教育分科会
常任委員会
（厚生教育）

予算･決算
経済建設分科会
常任委員会
（経済建設）

本会議
（一般質問：個人）

本会議
（議案質疑）
予算･決算特別委員会

17 18 19 20 21 22 23
予算･決算
総務生活分科会
常任委員会
（総務生活）

常任委員会
予算･決算
特別委員会
（予備日）

敬老の日 予算･決算
特別委員会

秋分
の日

24 25 26 27 28 29 30

議会運営
委員会

本会議
（最終日）

日程は変更となる場合があります。最新の情報は、ホームページまたは電話
にてお問い合わせください。
☆開会時間は…
　本会議、常任・特別委員会　（午前）9:30から、（午後）13:30から

●市議会議員　20年表彰
　平松吉祝議員、村田千鶴子議員
●市議会議員　15年表彰
　大石節雄議員
●市議会正副議長　４年以上
　大石節雄議員

　東海市議会議長会第106回定期総会と全国市議会議長会第99回定期総会において、それぞれ議員とし
ての在職年数と正副議長の在職年数に応じて当市から３人の議員が表彰され、６月30日の本会議最終
日に表彰状の伝達を行いました。

永きにわたる議員活動への表彰！

※島田市議会では、ペーパーレスによる地球環境の保護などを目的として「紙
からの脱却」（ペーパーレス化）に取り組んでいます。

　このため、本会議や委員会などの会議において、議員がパソコンを利用し
て議案などの書類を閲覧している場合に加え、質疑内容などをパソコンを
通じて確認している場合があります。

　ご理解いただきますようお願いいたします。
※水色のラインで示された日の本会議は、インターネットでの生中継を行い
ます。

議会活動レポート②

お知らせ

議会報告会「市民との意見交換会」を開催します
時　期　令和５年10月下旬～ 11月上旬ごろ
　　　　日時や会場などの詳細は、決まり次第、島田市ホームページなどでお知らせします。


